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 この度、4月から副センター長を拝命した安藤秀明です。現在、緩和ケアセンターも兼任しておりま

すので、主として「がん相談支援」を担当することになります。この「がん相談支援」は 2006 年に

がん対策基本法が成立したときに、がん患者さんの困り事に対する相談窓口として、すべての拠点病院

に設置されました。具体的には、療養に関わる社会資源の紹介、治療を続けてゆく上での、からだや気

持ちのつらさに対しても相談することができ、必要であれば、緩和ケア外来・がん看護外来などの専門

部署を紹介することもできます。そして、当センターは、窓口なので、無料で、日中であれば予約も必

要ありません。窓口に直接来て頂くだけでなく、お電話・お手紙・FAX・メールなどでも対応しており

ますので、気軽に声をかけてください。 

 具体的な相談内容としては、体や気持ちのつらさの他に、がん情報提供（冊子も準備してあります）、

治療をしながらの就労支援、患者さんのみならずご家族の困り事、さらに、がん患者さん同士の情報交

換の場などの最新情報を準備しております。 

 病院内には玄関脇に図書館も準備しておりますが、実際に話を聞いてみたい方は是非歓迎いたします。 

 

 

 

 

新規件数 4,351 件（＋579 件↑）、延べ件数 12,154 件（＋2,171 件↑）と前年度と比較して大

幅に増加した。1 日平均延べ件数は、50.1 件（＋9.1 件↑）であった。病名別では、がん・精神・心

疾患の順であった。対応手段は電話と面接で 82％を占めるが、依頼票に関しては前年度の倍の件数で

あった。相談内容では、医療機関との連絡調整・退院支援・転院支援の順であり、59％を占めていた。 
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地域医療患者支援センター副センター長 安藤 秀明 
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MSW

１－１
放射線
歯口外 堀川 伊藤 田村

１－４
脳神外
皮膚科 伊藤 金子

１－５ 小児科 渡邊 目黒 滝口/小川

１－６
消化外
食道外

渡邊 高山

１－７
呼吸外

乳甲外　眼科 佐藤 高山

１－８
整形外
神経内 熊澤/目黒 伊藤 田村

２－２
泌尿器
糖尿内 佐藤 熊澤 滝口

２－３ 精神科 渡邊 堀川 金子

２－４
循環器
心血外

伊藤 熊澤 金子

２－５
産科
婦人科

渡邊 小川

２－６
胃腸食　胆肝膵

腫瘍内 伊藤 高山

２－７
呼吸器
耳鼻科 堀川 渡邊 滝口

２－８
血内

腎リウマチ 佐藤 小川

ICU

外来

看護師

※　病棟転出後に対応すること
多い ※当該診療科

担当者
※　随時対応
※　外来→入院の場合
ケースに応じて担当者を決定

　※　救急外来担当

曜日 月 火 水 木 金

MSW 金子　 滝口 田村　 高山　 小川

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～今後の活動予定～ 

5/13（金）「看護の日」院内行事に参加し、センターの紹介をします 

6/26（日）「市民公開講座」がんと向き合うために～治療と暮らしを両立するためのヒント～ 

       アルヴェ 2 階 多目的室 10：00～12：00 

6 月以降 就労支援事業（ハローワーク）開設予定 
 

 ～「ひだまり教室」～  院内図書室で患者さん向けの教室を予定しています。

6 月：「医療費について」 

7 月：「在宅医療連携外来について」 

9 月：「介護保険について」 

11 月：「セカンドオピニオンについて」 

2 月：「在宅往診医とのお話し会」  ＊日時等の詳細が決まりましたら、追ってお知らせ致します。 

＜今年度の活動目標＞ 

１．関連部署との情報共有により、連携業務を強化する。 

２．がん相談・支援の充実を図る。 

 病棟担当表

今年度も、看護師とMSW が協働で担当部署の退院支

援に関わり、入院 7 日以内の退院支援計画着手の定着

を目指します。カンファレンスへの積極的な参加による

情報共有、ミニ勉強会、関係機関や各部署との連携を強

化し、生活の視点を見据えた退院支援に取り組みます。 

 ―センター担当者―

センター長 ：高橋直人 

副センター長：安藤秀明、神林 崇、秋山みどり 

担 当 者：  蓮沼直子、大塚悦子、坂谷慶子 

看護師（6 名）：渡邊洋美、伊藤美穂子、熊澤祐子、 

堀川 愛、 目黒真澄、佐藤京子 

MSW（5 名）：小川江美、金子幸太、高山祐子、 

滝口 萌、 田村 幸 

事務補佐員： 内田隆子 ニチイ学館：福井寛子 

医療サービス室：原岡栄喜、吹谷美穂、大川真之介、 

河本聖也 

どのような環境におい

ても患者さんが必要と

する医療サービスを受

けられるようサポート

していきたいと思いま

す。 

 

目黒真澄 

 

昨年の12 月に育児休業か

ら復帰し、配属となりまし

た。まだ勉強不足な点も多い

ですが、患者さん、ご家族の

皆さんが安心して退院でき

るように支援していきたい

と思います。 

堀川愛 

 


